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リンの用度

リン系肥料を国内資源でまかなうためには

食料を育てるためにリン系肥料が必要

肥料３大要素：N、P、K



ｆig. 1 リン鉱石産出国 ｆig. 2 枯渇性資源の可採年数

国内での天然資源なし 可採年数約90～150年 価格は上昇傾向

ｆig. 3 リン輸入価格の推移

リンは全量を輸入に依存

国内でリンを確保することが急務
➔戦略的な資源
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世界的なリンの現状



汚泥灰からリン回収とリン循環社会構築

本研究の狙い

汚泥



アルカリ溶出法を用いた
肥料化プラント(岐阜県)

〇重金属の含有量が少ない
（肥料基準値を満たしている）

×リンの回収量が少ない(約30‐40％）
×高コスト
×リン回収後の残渣利用の問題

汚泥焼却灰からも残渣重金属を除去
しつつより多くのリンを回収可能な

経済性のある
肥料化プロセス開発が必要

アプローチ先行研究・実用例

実用・製品化された肥料



汚泥燃焼灰から

①約８５％リン回収に成功
②重金属除去に成功

 （肥料基準値以下）

二段階溶出法

汚泥燃焼灰 最終析出物

酸溶出法 アルカリ溶出法

fig.11 各元素の最終回収率

84.8

アプローチアプローチアプローチ研究結果
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濃学部農場への施肥実験と収穫祭

スマドミ＆農学部
とのふれあい

NとKは同量



海の肥料開発

研究目標
１）重金属が除去された汚泥焼却灰残渣の高度利用
２）海の植林によるCO2削減（ブルーカーボン）
３）海の貧栄養化の解決（海の砂漠化防止）
４）漁村の所得増大と雇用機会の提供

発想点：リン回収後の汚泥焼却灰残渣には3大海の肥料成分
（Si,P,N）中で、SiとPが豊富、さらにFeも豊富

問題点：肥料成分が海水には溶解しない



ガラモ場 アマモ場磯焼け

海洋肥料

新潟県も磯焼けによる藻場の減少がある

磯焼けの原因は鉄不足、栄養塩不足など

鉄含有海洋肥料の施肥で磯焼け対策

漁業従事者と海洋肥料の施肥実験

目標



オオカナダモによる施肥効果の検証

◼ 生育48日後の比較で、施肥の場合が施肥なしの比べ1.25倍湿重量が増加

施肥あり

施肥なし

1日目 48日目

特許7320310 特許7467798



将来計画：海の農場建設：ワカメ5万トン生産/年(岩手県参考）

＝＞カーボンクレジット：8000～72000円/t

（4～36憶円）

20㎞

1
0㎞

10トンのテトラポット型肥料
100m間隔で設置
100x200＝20000個
【総20万トン、（肥料の量6万トン）】

間隔：50m

総長さ4000㎞
はえ縄方式



本研究の紹介記事

１．日刊工業新聞
２．環境新聞
３．国立環境研究所、環境展望台
４．環境ビジネスオンライン
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